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家庭の俊郵フつめ直そ居

京a置で，.
子どもとよく隠し合ったり温働したりずるUど，J.n

~いを多くしましょう.

島近会同的に，'，高技生.'人，傷つけ命を

.ぅ.どの事件が多鎗しています、

このようなこkは.."にめ。ては会らをいこと

であり これを防ぐためには ..匿の侵鋼がとて

も大切です.

その申で

。子どもたちの既日防ちをしつわり受けとめまいよう

。人をいたわり思いやる心をbつ子に育てましょう

0やってよいとと やって惨しW才忽いことを狸暢さ包

.し.う.

0人を・つ付たり者し白たり，ること包 絶対こ齢

され怒しにことを理場Zさ包ましょう.

硲正当名手理由忽〈 ナイフ忽どの刃吻(刃俸のE更さ6
。.以上)~燐帰すること""銃砲刀剣鋼所崎号取帽濠I

によD検止されてし可安..

舗 l叫 よ 1"
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